「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画」実施計画
	課題番号：１２１０


（１）実施機関名：東北大学大学院理学研究科
（２）研究課題（または観測項目）名：準静的滑りの時空間変化に基づく地震発生切迫度評価の研究
（３）最も関連の深い建議の項目： 
 ２（３）（３－１）イ．先行現象の発生機構の解明

（４）その他関連する建議の項目：
２（１）ア．列島及び周辺域のプレート運動，広域応力場

２（２）（２－１）ア．アスペリティの実体

２（２）（２－１）イ．非地震性滑りの時空間変化とアスペリティの相互作用

（５）平成２０年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：

・大地震時の余効すべりを数値シミュレーションで作り出し，観測から得られた余効すべりの伝播速度との比較からプレート境界での間隙水圧を見積もった．

・三陸沖の群発地震の解析から，準静的すべりと地震性すべりが連鎖的に生じる「連鎖反応」モデルを提唱した．群発地震のみならず，余震域の拡大や，房総沖で見られるスローイベントに伴う地震活動，フィリピン海プレート深部の低周波微動とスローイベントの関係も，このモデルで定性的には説明できる．

・2003年の十勝沖地震の本震よりも，その余効すべりのほうが2004年の釧路沖の地震の発生を促進する効果が大きかった事をΔCFFを用いて定量的に示した．

・岩手県釜石沖の小繰り返し地震について，波形を用いた走時差の読み取り，及びスペクトル比のスタッキングにより，高精度の震源分布及び応力降下量を求めた．

・ 南アラスカにおいて時定数が数年程度の長期的スローイベントと，それよりも時定数の短い数週間程度の繰り返し発生する短期的スローイベントがプレート境界でその発生位置を棲み分けている事を発見した．

・西南日本のプレート境界深部で様々な時定数のプレート間すべり現象がおきていることを発見した．

・プレート境界周辺で発生する地震のメカニズム解とプレート間すべりの 時空間的な対応を2005年宮城県沖の地震の余震活動から見い出し，非相似地震によるプレート間すべりのモニタリングの可能性を示した．

（６）本課題の５ヶ年の到達目標：

プレート境界で発生するスローイベントや余効すべりが地震や低周波微動の発生を促していることが次第に明らかになっており，このことは，アスペリティモデルで定性的には説明できる．平成21年度からの5ヶ年では，これを地震の切迫度評価に役立てるために，この影響を定量化することを目指す．地震同士，またスロースリップイベント同士の相互作用についても，さらに詳細に検討し，そのメカニズムの理解を深める．
（７）本課題の５ヵ年計画の概要：

　　平成21年度は，小繰り返し地震やGPSデータによるプレート境界でのすべりモニタリングの自動化や改良を行う．これらの推定結果の相互比較により，すべり量推定の高精度化を目指す。さらに地震サイクルに伴うすべり欠損・前駆すべり・余効すべり過程の数値シミュレーションを行い，上で得られたすべり量推定結果との比較により，プレート間すべりによる局所的な応力の変化やプレート境界の有効法線応力の絶対値の推定を試みる。陸上および海底地震観測網で精度よく求めた地震のメカニズム解を用いて，宮城沖の海溝陸側斜面下の陸側地殻内または沈み込むプレート内部の応力場を調べる．また，相互作用の検証のため，プレート境界での大小地震が入り混じった地震クラスターの抽出を行う．東北日本沈み込み体周辺域のGEONETと東北大学のGPSデータを自動的に併合処理するシステム開発を開始する． 
平成22-25年度は，抽出された地震クラスター内の小繰り返し地震の発生の時間間隔のゆらぎに注目し，周囲の地震や地震の規模等の影響を調べる．東北日本沈み込み帯における小繰り返し地震のモニタリングも継続する．メカニズム解に基づき，地震性および非地震性のプレート間すべりに対応した局所的な応力の変化を調べて，応力場の空間変化に基づく地震発生の切迫度評価の可能性を探る．また，GEONETと東北大学のGPSデータを自動的に併合処理するシステムによって数ヶ月単位でのすべり欠損分布を定量的に評価し，プレート間での歪み蓄積の時空間的な不均質について詳細に検討する．数値シミュレーションにより，GPSや小繰り返し地震で観測されている深部側での余効すべりに対して，間隙水圧の推定へのフィードバックを図る．最終的にこれらの観測事例とシミュレーションを組み合わせることで，切迫度に影響する様々な事象の効果を理解する．
（８）実施機関の参加者氏名または部署等名：

内田直希・伊藤喜宏・松澤暢・太田雄策（東北大学理学研究科）、ほか5名程度（大学院生含）

他機関との共同研究の有無：有
海洋研究開発機構 有吉慶介
（９）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

　部署等名：東北大学大学院理学研究科　地震・噴火予知研究観測センター
　電話：022-225-1950
　e-mail：zisin-yoti@aob.geophys.tohoku.ac.jp
　URL：http://www.aob.geophys.tohoku.ac.jp/

（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
　　　氏名：内田直希
　　　所属：東北大学大学院理学研究科
　　　電話：022-795-3917
　　　FAX ：022-264-3292
e-mail：uchida@aob.geophys.tohoku.ac.jp









